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新潟の郷土料理「のっぺい汁」

産地直結ひとすじ。いちばん頼れる生協に。
共同購入事業部 組合員活動推進グループ

☎ 03（5374）4756 月曜～金曜日：午前9時～午後4時
E-mail : kumikatsu@tohto.coop

〒156-0055　東京都世田谷区船橋5-28-6　吉崎ビル4階
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吹く風も気持ちのいい10月、散歩の足取りも軽くなります。さて、
皆さんは誌面の変化に気がつきましたか？「なんだか違うなぁ…」
なんて思った方も多いはず。その通り、「MOGMOG」は今月号から
リニューアルしています。編集委員一同、新たな気持ちで頑張ります。
これからもどうぞよろしくお願いします！　　　　　　　　  （Y.H）
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次回11・12月合併号は11月6日からの配付です

　東都生協設立50周年幕開け企画として、7月に普段なかなか交流訪問ができない遠
方の産地とオンラインでつなぎ、会場とオンラインによるハイブリッド型の学習交流会を
開催しました。

　「銀二郎さ～ん、こんにちは～！」配布されたトマトの旗を振ってみんなでお出迎え。トマト収穫量日本一の熊本県八代市の
トマト生産者、前田銀二郎さんが LIVEでビニールハウスなどの現地から中継。クイズも
交えて、トマトができるまでの工程や生産者としての思いを伺いました。
　「銀二郎トマト」は、有機質肥料による土づくりと高い栽培技術を父親から受け継いだ銀
二郎さんに、東都生協の職員が「銀二郎トマト」という名前で登録商品にと懇願。2012
年から冬場メインのトマト企画として登場しました。おいしさはもちろんのこと、一緒に届
くトマト栽培とご家族の様子をつづった畑の日記（生産者カード）も好評です。
撮影担当の銀二郎さんの愛妻、賀奈子さんも登場。トマト栽培への惜しみない努力と、家

族への愛、組合員とのつながりを大事にする銀二郎さんの人柄にも魅了され、「今年も銀二
郎トマトの抽選に当たりますように」と願わずにはいられない、そんな学習交流会でした。

第１・第２・第３地域委員会合同企画　開催  2023年7月17日（月・祝）　会場  としま区民センター

　北海道森町にあるみよい農園、明井清治さんとオンラインでつないで交流会を実施しました。
　まずは、有機栽培かぼちゃ「くりりん」の定植から今日までの様子を撮影した動画で解説をう
かがいました。つるを伸ばすためにトンネルの端に苗を植える様子、親づるに養分が行くように
わき枝や側枝を取り除く剪定作業などを見せていただきました。　
　明井さんが研究し、たどり着いた微生物農法は、分析結果に基づいた有機栽培の方法です。
貝殻の表面付着物から作った堆肥と海洋深層水を使用することで、連作障害も発生せず生産で
きるそうです。
　今年は気候や生育条件がとても良く、収穫したばかりの大きく育ったかぼちゃを掲げて見せてくださいました。このかぼちゃはすぐに出
荷せず、温度管理された熟成庫で保存することで、でんぷん質が糖分に変わり、糖度が１８度のとても甘いかぼちゃになります。
　おいしいだけじゃない！ 有機栽培かぼちゃ「くりりん」のたくさんの秘密を学び、明井さんと組合員がたっぷりと交流ができた会でした。

第７・第８・第9地域委員会合同企画　開催  2023年7月29日（土）　会場  八王子市学園都市センター

　真夏日の東京と青い空と山に囲まれた奈良県五條市をオンラインでつなぎ、交流会を開催しました。
　初めは緊張していた生産者の益田吉仁さんも、次第にいつもの「益田節」が快調に！ 参
加者からの事前質問なども交えながら、柿の種類や圃場に現れる動物の話、ひとつの枝に
1つの実を残すための摘果作業の実演や、柿の渋抜きについてのミニミニ講習、「米の精」
を使った土づくりについて伺うことができました。
　後半は、玉ねぎの根切り作業の様子を紹介していただきました。背の高さほどあるカゴの中いっぱい
の玉ねぎに手を伸ばし、一つひとつハサミを使って、立ったままの作業です。「こんな大変な作業をして
いるのなら、玉ねぎは根付きで良いと思います」と参加者からコメントもありました。
　息子さんがカメラマンをしてくれたり、作業の手をとめて生産者の小西正高さんが駆けつけてくれたり
と、家族や生産者同士の仲の良さが垣間見え、奈良五條産直組合生産者のファンがまた増えました！

第4・第5・第6地域委員会合同企画　開催  2023年7月22日（土）　会場  阿佐谷地域区民センター

参加者は77人（会場30人、オンラ
イン47人）。柿好きな組合員が集ま
りクイズにも挑戦！

自分のお名前を冠したトマトを売り
出すことに戸惑いを感じていた銀二
郎さんの背中を押したのが、賀奈子
さんでした。
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